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回答施設の属性1

①大学附属病院
43%

②国公立病院
19%

③民間病院
38%

(n=155施設)



回答施設の属性2

①基幹施設
74%

②関連施設
16%

③上記いずれでも
ない
10%

(n=155施設)



回答施設でのCOVID-19陽性患者の
入院治療状況（2020年時点）

①治療していない
13%

②軽症のみ
3%

③軽症～中等症
（酸素投与）

22%④軽症～重症（人
工呼吸器／

ECMO）
62%

(n=155施設)



診療科所属医師におけるCOVID-19陽性
患者の治療への関わり（2020年時点）

①直接治療に携
わっている

38%

②治療には携わっ
ていない

62%

(n=155施設)



術前COVID-19のPCR検査または抗
原検査実施状況（2020年時点）

①いずれも実施し
ていない

7%

②全例実施（PCR

検査）
47%

③全例実施（抗原
検査）

10%

④一部実施（PCR

検査）
24%

⑤一部実施（抗原
検査）

12%

(n=155施設)



回答施設での手術制限状況
（2020年時点）

①制限なし
54%

②制限あり
46%

(n=155施設)



手術を制限した期間（月）
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(n=71施設)



手術を制限した期間（月）

(n=71施設)

0.5ヶ月
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手術制限の内容
①全例中止

18%

②一部中止：大き
な動脈瘤やCLTIな
どの準緊急手術以

外は中止
69%

③一部中止：緊急
手術（急性動脈閉
塞や動脈瘤破裂な
ど）以外は中止

13%

(n=71施設)



手術を制限した理由（複数回答）
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(n=71施設)



手術制限に対する対策（複数回答）
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①手術の延期
（概ね2週間以上）

②他院への紹介 ③保存的治療に変更 ④その他

(n=71施設)



COVID-19陽性症例の手術経験の有無
（術後陽性が判明した症例を含む）

①あり
6%

②なし
94%

• 全弓部置換 1
• 仮性瘤 2

• 急性解離 1
• CLTIに対するEVT 1

• CABG 1

• EVAR 1
• TEVAR 1
• ECMO抜去術 1

• 足部デブリードマン 1

(n=155施設)



COVID-19蔓延により手術を延期したた
めに重篤な転帰に至った症例の経験

①あり
8%

②なし
92%
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その他

• 感染性AAA
• 切迫破裂
• 末梢動脈瘤急性閉塞
• バイパス後グラフト閉塞例

(n=155施設)



取り扱い症例数（非手術例を含む）

2019年 2020年

症例数

(n=155施設)

P = 0.18



取り扱い症例数（非手術例を含む）
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症例数

(n=155施設)

P = 0.0022**



取り扱い症例数（非手術例を含む）

2019年 2020年

症例数

(n=155施設)

P = 0.051



取り扱い症例数（非手術例を含む）

2019年 2020年

症例数

(n=155施設)

P = 0.11



取り扱い症例数（非手術例を含む）

2019年 2020年

症例数

(n=155施設)

P = 0.0075**



手術症例数
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(n=155施設)

P = 0.28



手術症例数
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(n=155施設)

P = 0.060



手術症例数
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(n=155施設)

P = 0.48



手術症例数
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(n=155施設)

P = 0.014*



手術症例数
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症例数

(n=155施設)

P = 0.23



手術症例数
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(n=155施設)

P = 0.18



手術症例数
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(n=155施設)

P = 0.024*



手術症例数

2019年 2020年

症例数

(n=155施設)

P < 0.001**



まとめ
• 282施設中、155施設よりご回答をいただいた。
（回答率 55％）
• 回答施設の約3／4が基幹施設であった。
• 6割以上の施設で、COVID-19感染重症者まで受け入れてい
た。
• 約4割の施設で（心臓）血管外科医がCOVID-19陽性患者の
治療に関わっていた。
• 約6割の施設で、全例に術前COVID-19のPCR検査または抗
原検査が行われていた。



まとめ
• 約半数の施設で、手術制限が行われていた。
• 上記の内、3ヶ月間の手術制限期間が約2／3であった。
• 上記の内、一部中止（大きな動脈瘤やCLTIなどの準緊急手
術以外は中止）が約7割であった。

• 手術制限の理由は、手術枠制限、ICU入室制限が多かっ
た。

• 手術制限に対する対策は、手術の延期（概ね2週間以上）
が多かった。



まとめ
• 10施設（6%）で、COVID-19陽性症例の手術経験があっ
た。

• 12施設（8%）で、COVID-19蔓延により手術を延期したた
めに重篤な転帰に至った症例の経験があった。

• 2019年と比較すると、2020年では、
急性動脈閉塞（その他：上肢、内臓動脈など）の取り扱
い症例が減少していた。
下肢切断は増加傾向であった。
AAA破裂の取り扱い症例が減少していた。
AAA（open）の手術症例が減少していた。
末梢動脈疾患（hybrid）の手術症例が増加していた。
下肢静脈瘤手術症例が減少していた。
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